
通巻 214号 

印西市議会/平成 18年第 1回定例会報告（１） 
いつもお世話になっております。印西市議会第1回定例会（3月議会）は、3月23日（木）までの会期にて 
行われ、現在予算委員会を開催中です。今回は、市長の施政方針演説と3月議会での私の一般質問について 
ご報告していきたいと思います。 
 

 市長施政方針演説より  
平成18年第１回印西市議会定例会の開催に際し、市政運営に係わる所信と施策の概要について発言が 

ありましたので、平成18年度の主要事業の概要について､新規事業を中心に、基本計画の柱に沿って、 

抜粋しご紹介させていただきます。（以下、市長の発言より、市の基本計画の６つの柱に従い、記載します。） 
 
＝｢みどり豊かな自然を活かす持続的なまちづくり｣について ごみ減量化・再資源化推進事業といたしまして、

循環型社会の実現を目指し、市民への啓発活動の実施や小売店との協力体制の確立を図り、ごみの減量化・資

源化を推進してまいります。また､平成18 年度も平成17年度と同様に、環境への負荷の低減を図り、もって

地球温暖化の防止等環境の保全に資することを目的に､太陽光発電システム・太陽熱温水器を設置する者に対し

補助金を交付してまいります。 

 

＝｢互いに支え合い心が通うまちづくり｣について  障害福祉事業に要する経費といたしまして、障害者 

自立支援法の施行により、「障害者福祉計画」を策定してまいります。併せて、障害者基本法に基づく「障害者

基本計画」を見直し、策定してまいります。また、包括的支援事業・任意事業に要する経費といたしまして、

高齢者や家族に対する総合的な相談・支援、高齢者に対する権利擁護事業、介護保険新予防給付と介護予防事

業に係る介護予防ケアマネジメント、支援困難ケース対応などケアマネジャーへの支援等の事業を実施してま

いります。そして、産褥期ママヘルプサービース事業といたしまして、産褥期の母親のいる世帯に対し、育児、

家事等の支援事業を実施することにより、母親の精神的、肉体的負担の軽減を図ってまいります。さらに、地

域医療推進事業といたしまして、診療所及び診療科目の整備に努めるとともに、病院の誘致を推進するため、

保健・医療についての基礎調査を行い、印西市医療整備基本構想を策定してまいります。 

 

＝「多彩な産業が育つ活力あるまちづくり」について 農業振興地域整備計画策定事業といたしまして、農業 

振興地域整備計画の全体見直しを行ってまいります。また､経済活性化推進事業といたしまして､いんざい産学

連携センターを拠点とし､企業及び大学との連携のもと､市民への起業化支援講座や起業家への支援・指導をし

てまいります。 

 

＝「豊かな文化を創造するまちづくり」について  小学校、中学校防犯施設設置事業といたしまして、学校

内への不審者の侵入を未然に防ぐため、門扉等を設置し､子どもたちの安全を確保していきます。また、小学

校､中学校の楽器整備事業といたしまして､学校での音楽教育の充実を図り､児童・生徒の情操を育むとともに、

豊かな人間性を培ってまいります。さらに、スポーツ振興基本計画策定事業といたしまして、市民ニーズに即

したスポーツ振興の方策を計画的に推進していくため､スポーツ振興計画を策定してまいります。 

 

＝「暮らしやすい都市機能のあるまちづくり」について  

印西牧の原駅前公共施設整備事業といたしまして､印西牧の原駅の南北駅前広場及び自由通路の整備及び南北

駅前広場の用地取得をまちづくり交付金事業として整備してまいります。また、木下駅舎等整備推進事業とい

たしまして、ＪＲ木下駅舎及び自由通路をまちづくり交付金事業として整備してまいります。 

さらに、公共交通網整備促進事業といたしまして、現在、公共施設の利用促進と、交通空白地域の解消の 

ために運行している、ふれあいバスの運行について､より市民の利便性が高まるよう、運行形態全般にわた 

って、見直しを行ってまいります。そして､平成17年度と同様に平成18 年度においても、高運賃対策及び 
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子育て支援の一環として､北総線通学定期購入の際の負担軽減を図ってまいります。 

また､印西市自転車駐車場整備基本計画に基づき､千葉ニュ-タウン中央駅北口自転車駐車場を、まちづくり交付

金事業として整備してまいります。 

 

＝「市民と共に歩み育むまちづくり」について 市民活動支援事業といたしまして､市民活動の推進と 

活性化を図るため､｢市民活動推進委員会｣を開催してまいります。そして、｢市民活動助成事業補助金｣の交付に

つきましては、公開審査を実施してまいります。また、情報化推進に要する経費といたしまして､情報化推進計

画の見直しでございますが、現計画の期間満了に伴い、次期５ヵ年計画を策定してまいります。 

 

 その他／新規事業  窓口業務の休日実施・・・・ 本年５月から第２､第４土曜日の月２回、午前８時

30分から午後5時15分まで､本庁舎市民課で、各種証明書の発行、預かり事務、母子健康手帳の交付などの窓口

サービスを、実施していくものでございます。 

成田新高速鉄道・・・２月４日に成田新高速鉄道と北千葉道路の着工式が成田国際文化会館で行われ、式

典に出席してまいりました、都心と成田空港を36分で結び、北千葉道路は、成田・千葉ニュータウン業務核都

市の骨格道路としての役割を担ってまいります。両事業が一体的に整備されることによりまして、空港の機能

強化にも、大きな期待が持たれているところでございます。（工事完成予定は、2010年4月です。） 
 

 3/1（水曜日）に、一般質問に立ちました。  以下、市当局の回答です。 
 
1.  財務諸表の活用について（抜粋）  
印西市では現在普通会計の決算参考資料として貸借対照表、行政コスト計算書、そしてキャッシュフロー計算

書を作成し、公表しているが、これらの財務諸表は残念ながら政策への意思決定（予算編成や実施計画等）に

は充分活用されていないと考える。印西市では今後どのようにして財務諸表の役割を充分に認識し、健全な財

政運営をはかっていくのだろうか。 
 
(回答／総務部長) 
（１）貸借対照表、行政コスト計算書、及びキャッシュフロー計算書につきましては、現行の公会計制

度では、資産や負債のストック状況が分かり難く、財政状況全般を捉える上では限界があるため、現行の

財務会計制度の不備を補完する資料として、平成13年度決算から作成し、公表しています。 
従来からの財政指標につきましては、市財政の現状から、特に、財政構造の柔軟性を示す財政指標を睨

みながら、政策決定しているところでございます。 
 
（２）貸借対照表及び行政コスト計算書における、有形固定資産の減価償却費の状況等から、公共施設

の将来の更新、改修経費を確保する観点から、平成１５年度に各特定目的基金条例を改正し、財政調整基

金からの積み替えを行い、教育施設を中心に順次計画的に施設改修を進めているところでございます。 
 
（３）予算編成については、従来からの経常収支比率、公債費比率、将来債務比率といった、財政構造の

柔軟性を示す財政指標の適正化に注意しているところでございますが、平成18年度につきましては、 
貸借対照表における社会資本形成の世代間負担比率の将来負担比率の下降状況も、併せて参考としている

ところでございます。 
 

 (続) 印旛高校の移転について ～ 正式決定ではありません。  
現在、開催中の千葉県議会で印旛高校の移転について検討がされています。また、印西市議会でも印旛高校の

移転に関して「存続を求める」請願が提出され、今後審議が行われます。（４名の紹介議員と木下駅周辺住民多

数の署名が添付されています。）いずれにせよ、当該用地は市有地のため、正式な決定は千葉県への土地の売

却を市議会が議決した後になります。今後、引き続きこの紙面で随時状況をお知らせいたします。 
 
いつもご声援、ご支援ありがとうございます。この紙面へのご意見に限らず、市政全般へのご提言、ご批判、

皆様からのご相談はいつでも承ります。あるべき市政の姿を求めて皆様と手を携えていきたいと思います。 
よろしくお願いいたします。                            ぐんじとしのり 


